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連続式微小変形多重バイト試験法による食パンの老化にともなう物性変化

の検討　第１報　食パンのクラムのみかけのかたさと弾力性の変化の検討

大阪樟蔭女大○辻昭二郎・中谷文子・田中聡美

　（目的）　パンの老化にともなう物性変化を。新たに開発した連続式微小変形

多重バイト試験法で測定解析した。食パンについて，粉や水分量を変えたりでん

粉質を添加させたりして，その老化にともなう物性変化を検討した。

　（方法）　食パンの製造は家庭用自動製パン機を用いて行い，製造40分後，常

温20時間放置後および冷蔵20時間放置後の食パンの物性変化を。連続式微小変形

多重バイト試験法で測定解析した。測定には既報のテンシプレッサーT T P 50B

Ｘと第5 次改良型多重バイト装置（連続式微小変形のメカニズムを付加させた）

を使用した。パラメーターはプランジャーの十の仕事量およびその累計値とバイ

ト率にともなう変化の勾配。ならびにパンのグラムのみかけの弾性の変化を示す

特有なパラメーターなどを測定し比較解析した。

　（結果）　食パンの放置にともなうみかけのかたさの変化は，板状プランジャ

ーを用いた連続式微小変形多重バイト試験法のバイト率とプランジャーの仕事量

との関係を示す一次式の勾配で明瞭に示された。食パンの組織の老化にともなう

グラムのみかけの弾力性のバイト率にともなう微細な変化も，連続式微小変形多

重バイト試験法の２バイト型の同一バイト率におけるプランジャーの仕事量の比

や。バイト率と１回目のバイトのプランジャーの仕事量に対する特定のバイト率

におけるプランジャーの仕事量の比の値との関係を示す一次式の勾配で比較でき

る。
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　　〔目的〕　パンは老化すると，口腔内でそしゃくした時の食感は，焼きたてのものと

比べるどポロついだ食感となることが官能的に認められる。パンをそしゃくする時

の破壊による大きな物性変化のみでなく，直接的にはパンを口中でだ液と共にそしゃく

した時感知される物性変化とも関連している。そのため，パンの老化をとくにパンのク

ラムのでん粉の老化による物性変化という面からも検討した。

　　〔方法〕　前報の自動製パン機で製造した食パンについて，その放置にともなう物性

変化をパンのグラムの液状試料について多重バイト試験法で検討し比較した。パラメー

ターとしては，プランジャーの士の仕事量などのほか，試料の粘着性などと関連するa-

dkesiveness などについて測定解析した。　また，パンのグラムの液状試料のみかけの粘

度の変化（粘度計で測定）についても参考のため測定し比較した。

　　〔結果〕　食パンのグラムの液状試料の放置にともなう物性変化は，多重バイト試験

法のパラメーターの変化で極めてよく示された。食パンの放置にともない，クラムので

ん粉質の老化が起こりグラムの液状試料の物性は大きく変化した。　このことは粘度計に

よるみかけの粘度の測定値の変化（老化にともない粘度の値は大きく低下した）でもよ

く示された。　これらのパンのグラムの液状試料のみかけの粘度の変化は，粘度計による

粘度の値よりも多重バイト試験法によるadhe s-ivene ssの値の方が差がよく示された。


